
 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

今年は、柳田國男の兄、井上通泰が生誕 150 年を迎えます。 

記念館では「井上通泰展」を開催します。医者、歌人、国文学者として活躍した通泰

の業績を、関連資料とあわせて紹介します。ぜひご覧ください。 

福崎町立 

柳田國男・松岡家記念館 

〒679-2204 

神崎郡福崎町西田原 

1038の 12 

電話：0790-22-1000 

☆☆入館案内☆☆ 

☆開館時間 

 9時～16時 30分 

  (入館は 16時まで) 

☆休館日 

 月曜日、祝日の翌日 

12月 28日～1月 4日 

☆入館料 

無 料 

館
日
記 

 

2016 年（平成 28 年） 7月 1 日 第 97 号 （入館無料施設）      福崎町立柳田國男・松岡家記念館発行 

その 5 

井上通泰宛森鷗外書簡 

第 37回山桃忌 

 

通
泰
は
、
15
歳
の
時
に
上

京
し
、
大
学
予
備
門
を
経
て
、

帝
国
大
学
医
科
大
学
に
入
学

し
ま
し
た
。
大
学
予
備
門
へ
通

う
頃
か
ら
、
通
泰
は
和
歌
を
学

び
、
多
く
の
文
化
人
と
交
流
を

は
じ
め
ま
す
。
中
で
も
、
通
泰

や
弟
の
國
男
・
静
雄
た
ち
に
も

影
響
を
与
え
た
人
物
と
し
て
、

森
鷗
外
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
鷗

外
と
は
、
23
歳
の
時
に
、
以

前
よ
り
親
交
の
あ
っ
た
賀
古

鶴
所
（
軍
医
・
歌
人
）
の
案
内

で
、
鷗
外
の
自
宅
を
訪
れ
て
出

会
い
ま
し
た
。 

 

そ
の
後
、
通
泰
は
知
人
で
あ

る
市
村
瓚
次
郎
（
東
洋
史
学
者
）

や
落
合
直
文
（
歌
人
・
国
文
学 

者
）
ら
を
鷗
外
に
紹
介
し
、
鷗

外
は
彼
ら
と
と
も
に
新
声
社

を
つ
く
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、

訳
詩
集
『
於
母
影
』
や
『
志
が

ら
み
草
紙
』
を
創
刊
す
る
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
文
学
活
動
に

取
り
組
み
ま
し
た
。 

 

左
の
書
簡
は
、
鷗
外
が
通
泰

に
宛
て
た
も
の
で
、
鷗
外
が
詠

ん
だ
歌
を
見
て
ほ
し
い
と
依

頼
し
て
い
ま
す
。
歌
を
通
じ
て

は
、
通
泰
が
41
歳
の
時
に
、
山

県
有
朋
の
発
案
で
設
立
さ
れ

た
「
常
磐
会
」
と
い
う
歌
会
で
、

と
も
に
活
動
し
て
い
ま
す
。 

森
鷗
外
と
の
出
会
い 

 

も
り 

お
う
が
い 

 

福崎町制 60周年記念 井上通泰生誕 150 年記念展 

井上通泰展 
～歌を詠み愛した眼科医～ 

みちやす 

 

６
月
、
福
崎
東
中
学
校
か
ら

２
名
の
ト
ラ
イ
や
る
・
ウ
ィ
ー

ク
生
を
受
け
入
れ
ま
し
た
。 

主
に
、
井
上
通
泰
の
ゆ
か
り

の
地
め
ぐ
り
や
資
料
撮
影
な

ど
、
記
念
展
と
関
連
し
た
作
業

に
取
り
組
み
、
学
芸
員
の
仕
事

を
体
験
し
ま
し
た
。 

記
念
展
で
は
、
彼
ら
が
作
成

し
た
通
泰
を
紹
介
す
る
パ
ネ

ル
を
展
示
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧

く
だ
さ
い
！ 

 

2.南天荘扁額 

通泰の歌を調べるトライやる生 

 

通
泰
は
、
南
天
の
木
が

好
き
で
「
南
天
荘
」
と

号
し
、
人
々
か
ら
も

「
南
天
荘
先
生
」
と
親

し
ま
れ
て
い
た
ん
だ
。 

 

今年のテーマは「妖怪」 
 

 

ト
ラ
イ
や
る
・
ウ
ィ
ー
ク
を
終
え
て 

 

会 期： 7月 23日（土）～11月 27日（日） 

協 力：神戸大学大学院人文学研究科地域連携センター 

※1、2は姫路文学館蔵 

歌碑(観音寺・福崎町西治) 

つ
る
と 

さ
ん
じ
ろ
う 

お 

も 

か
げ 

入館無料 

1.薬箱 井上通泰(57歳) 

か 

こ 
 

と
き
わ
か
い 

8/6(土)・7(日)・8(月) 

※詳しくは、内面 

をご覧ください。 

な
ん
て
ん 


